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お知らせ

ゴム手袋の正しい使い方とマナーについて

現在、RI実験室で使用する手袋が適用範囲を超えて使われている傾向にあります。放射線安全管理の立場から、ゴム手袋は放射性汚染対象物として扱うのが基本です。非密封RIの作業に使用したゴム手袋は、汚染の有無に関係なく全てRI難燃性廃棄物として処分したいと考えています。現状では、ゴム手袋は、ドアの開閉、測定器の操作、コンピュータ端末機の入力操作に使用され、さらに筆記記録用具の扱いにも使用され、さらに管理区域外（管理室）まで着用して出てくるのを見ますと、同手袋の使用範囲を明らかに超えていると云えます。ゴム手袋は、作業台の汚染を汚染していない物へ移す要因になり易いことを留意するべきです。

1． 手袋の使い分け

手袋の着用は非密封RIの作業のみに必要であり、それ以外の作業は素手で行うことができます。ただし、作業者は毎回手を洗って区域から退出するように周知徹底をお願いします。また、市販のゴム手袋、プラスチック手袋、布繊維手袋について、下表に示すように作業内容別により利用者が正しく使い分けるようご指導をお願いします。

	作業の種類
	ゴム手袋
	ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ手袋
	布手袋

	複雑な非密封RI作業
	○
	(
	(

	簡単な非密封RI作業
	○
	○
	(

	測定作業
	(
	○
	○

	端末入力作業
	(
	(
	○

	その他非放射性の作業
	(
	○
	○

	再使用
	(
	(
	○


註）プラスチック手袋は、放射性と非放射性とで使い分けて混用はしない。

２．手袋を使うときのマナー

　非密封RIを使用するときは、一回でも作業開始した手袋は汚染したと認識することが安全取扱上で大切です。手袋の使用に関して次の安全上の要点を作業時に活用されるように利用者にご指導をお願いします。

（1） 非密封RIの作業には手袋（ゴム）を必ず着用する。

（2） 作業中は手袋で、身体、実験衣ポケット、測定器、設備のスイッチ等の汚染させないものに触れない。

（3） 測定器、その他の計器や機器に直接ゴム手袋で触れない。

（4） 明らかに汚染した物に触れたときなどの、汚染した手袋は廃棄して再使用しない。

（5） 作業が終わったゴム手袋は、速やかに所定廃棄物容器へ捨てる。実験室から外へ（測定室へ）持ち出さない。

（6） 測定器や端末器の操作ではゴム手袋を使わない。

（7） 区域から退出するときは必ず手を洗う。

